
 

 

 

 

 

    

    

 

 

  

 

   

 

 

 

 

       

 
   

1. 

 

① 今『議員の資質』が問われています。 

 

来年は４年に一度の市議会議員選挙！小田原をより良くする大チャンスです。 

 

②『市政に関心が高まる講演会』を開催します！入場無料(但し資料代 200 円) 

 
11月 22日(土)14時より 川東タウンセンター『マロニエ』202（定員 100名）  

 

４面の記事 

 

３面の記事 

 
『市民と議会の懸け橋アンケート』を市議会議員全員に実施！ 

 
アンケートの結果から、当会は『議会報告会』の重要性を、強く訴えます！ 

4面の記事 

 議会主催の『議会報告会』が開催されます！           

一人でも多くのご参加を！！ 
11/16(日) 

13時半 けやき 

11/15(土) 

19時 マロニエ 
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２面の記事 

議会改革度が、ごぼう抜き！ 

 

①『議会基本条例』が、施行される！! 

 

平成 25 年 4 月 1 日 
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会
の
悲
願
で
あ
っ
た 

 

② 議会改革度の総合順位が、神奈川県内で 最も上昇!! 

1 ③ ３年４ヶ月ぶりに 『議会改革検討委員会』 が、設置される。 

５１１位⇒１１１位へ 

 



 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                                 

 

 

 

 

 

２. 

☆小田原市議会は 『開かれた議会』 になってきた！ 

      
 

         

 

 

① 『議会基本条例』が 平成 25 年 4 月 1 日に 施行 されました。  

前文、７章、１４条、附則からなっています。 

 小田原市議会は、その役割を果たすために、個々の議員が政治倫理を遵守し、情報公開制度、広報広聴制度

等を活用することにより、市政の課題を明確に市民に周知するとともに、議会制度改革の推進に努め、より一

層「開かれた議会」を目指すこととした。また、議会が持つ行政監視機能及び政策立案機能の更なる強化を

図り、二元代表制を確立することにより、議会制民主主義の発展に寄与することに努める。 

ここに小田原市議会は、地方分権と市民自治の時代にふさわしい議会の在るべき姿を明文化し、市民が豊か

に暮らせる社会を実現することを決意し、この条例を制定する。 

                                     (小田原市議会『議会基本条例』前文より抜粋) 

 地方分権の進展に伴い、地方議会の果たす役割の重要性が高まっている。 

 『議会基本条例』が施行され、その役割を果たすため市政の課題を明確に市民

に周知し、より一層「開かれた議会」を目指す。 

 およそ３年４ヶ月ぶりの設置。 

                （平成 26 年 6月 5 日から平成 27年 3 月 31 日まで設置する。） 

③ 小田原市議会が「議会改革検討委員会」を設置。 

  

(2014 年 6 月 17 日（火）日本経済新聞 ３７面より転載) 

 

 前回調査（２年前）より４００位上昇の１１１位！（全国 813 市区中） 

 県内で４位（横須賀１９位、藤沢２４位、茅ヶ崎１０４位） 

② 《議会改革度》 の総合順位上昇率が 神奈川県内で No１！に 
  



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３. 

 

いよいよ 

④ アンケートの結果から、当会は 『議会報告会』 の重要性を、強く訴えます！  

 ここでいう「議会報告会」とは、議員や会派が行う報告会ではなく、市議会という機関全体とし

て行うものです。 

 議会で、どのような議論を経て何が決定されたのか。その決定によって市の政策がどのようになる

のかといったことを説明し、市民からの質問や要望に対応する会です。 

 市民と議会とが政策をめぐって意見交換をしながら検討が進められ、賛否をめぐる議員間の検討を

活発化させられます。 

 それにより「市民の政策機関」としての議会の存在意義が明確になります。 

                (法政大学法学部 廣瀬克哉教授『私たちの広場』316 号より抜粋) 

11月 15日(土)19時より ： 川東タウンセンター 《マロニエ》 

11月 16日(日)13時 30分より ： 生涯学習センター 《けやき》 

議会報告会の開催 

 

いよいよ 

② アンケート７項目  

(１) 『議会基本条例』の見直しについて   (５)  議員発行の広報誌入手について 

(２) 「議会報告会」の開催について         (６) 「政務活動費収支報告書」の閲覧方法に 

(３) 「分割質問制度」の導入について       ついて      

(４)  議長・副議長の「一般質問」について  (７) 「議会改革」の 検討委員会設置について 

 

      

① アンケートの趣旨  

 当会は「市民と議会の懸け橋」になるべく、活動しています。 

 そのために「開かれた議会」であること「各議員の、市政に対する考え方」を

知り、市民に広報することが、重要な使命と考えています。 を 

      
 

         

 

 

第三弾 を実施しました。 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４. 

(１３時半 開場) 

④ 市民の 「市政に対する関心が高まる講演会」 の開催 

講演会を開催します  

 

 

    

          

     
 

     

 
 

テーマ：「望まれる議会と市民のあるべき姿」 
 

 
１１月２２日（土） 1４時 
 

講師：赤倉 昭男 氏   

来年の市議会議員選挙に向けて！ 

 

プロフィール 

1936 年 小樽市生まれ 

1959 年 立教大学文学部英米文学科卒業 

広告会社・博報堂での 11年間を経て、電子部品メーカー・ＴＤＫ 

に転職、主に海外業務を担当。 シドニー・ニューヨーク・メキシコに 

合計 10年の駐在を含め、輸出活動で世界５８ケ国訪問。 

ブルガリア、イラク ・ メキシコでの工場建設も担当し、1996年 

定年退職。 

 

地域活動ではシドニー ・ニューヨーク各市での国際ロータリー

クラブ、かながわ及び相模原の各市民オンブズマン活動５年、

地元 相模原で自治会長 10年。 

現在、「相模原市議会をよくする会」代表（１５年目）、 

「開かれた議会をめざす神奈川市民団体連絡会」世話人

代表（７年目）。 相模原市在住。 

 

川東タウンセンター『マロニエ』202号室 

入場無料(但し、資料代２００円) 

『３度出した「市議会議員の通信簿」は大きな反響を呼び 全国的に波及!! 』 

③ どのような議員を選べば良いのか？ 

選挙を大いに活かしましょう！ 投票は市民の権利であり義務です！! 

  

・政策立案 (市民の暮らしに即した条例づくり) が、できる人。 

・行政監視 (首長提案に、前向きに検討議論)が、できる人。 

・情報公開 (政務活動費の使い道等)を積極的に公開し、評価を仰げる人。 

・誠心誠意 真心をもって、誠意を尽すことができる誠実な人。 

② 市議会は 市民の顔である 
 二元代表制(首長と議会)における、市民側の代表。 

・議員による市議会で、まちがつくられる。 

・政策議論で建設的な対立をし、市民の支持を競い合う。 

 

 

大事な 
代表選びなのに 
投票率が 
低いなぁ… 

議員に 
口利きを 
頼むのは 
×なんだ… 

☆ 選挙は民主主義（デモクラシー）の お祭り!！ 

☆  

      
 

         

 

 

来年４月は、小田原市議会議員、神奈川県議会議員の選挙があります。  

① 今 議員の 資質 が問われています  

このところ地方議会議員の評判が芳しくない。東京都議会では女性をからかうようなやじを飛ばした男性議員

が世間から指弾された。兵庫県議会では政務活動費の使途に疑惑を持たれた議員が会見の場で号泣し、そのぶ

ざまな姿が何度もメディアにさらされた。このほか、海外視察中の機内で酒に酔って暴言を吐いていたことが

明らかになり辞職した北海道議会議員、違法ドラッグを所持し薬事法違反容疑で逮捕された元神奈川県議会議

員、事故を起こし飲酒運転の疑いで逮捕された千葉県議会議員など不祥事は後を絶たない。もちろんこうした

質を問われる議員ばかりでなく、コツコツと真面目に仕事をしている議員も少なからずいる。 

                 （慶応大学法学部 片山善博教授 2014 年 8 月 8 日(金)『静岡新聞』現論より抜粋）                                                                               

 


